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５ 研究の目的 

 路上工作物に対して自動車が衝突した事故の鑑定手法を確立するため、路上工作物

と自動車との実車衝突実験等を実施し、各種データ及び衝突映像等を収集・解析し、

変形状態と車両運動エネルギーとの相関関係を把握する。これらにより得られる知見

から、路上工作物と自動車との衝突における総合的な変形・破壊エネルギー算出手法

を提案することを研究の目標とするものである。 

 

６ 成果 

(1) 当初想定していた成果 

車両の衝突速度が時速 30km 以下の速度域では、車両用防護柵の支柱の変形状態を

見分することで速度鑑定が可能である。その際に支柱の固定場所が土かコンクリート

かで支柱の座屈位置が変化した。そのため、それぞれの固定場所について個別の速度

推定式を適用することで速度鑑定が可能となる。また防護柵の連結手法としてガード

レールとガードパイプとでは変形の過程に差異が認められ、連結方法についても速度

鑑定において適切な速度推定式を適用する必要がある。 

 

(2) 当初想定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 

車両用防護柵ならびに電柱（以下、防護柵等）との衝突現象が終息するまでに 250ms

を要した。車両相互事故などにおいて衝突現象が 100ms で終息することと比較すると、

長時間となっている。そのため防護柵等との衝突において、各種の車載装置で動作が

通常と異なる状況が認められた。その一つにＥＤＲの衝突後情報がある。 

主要なＥＤＲの衝突後情報は記録時間が 200ms となっており、250ms までかかる防

護柵等との衝突については最後まで記録ができない。他方で、ＥＤＲは１秒間に２回



の衝突が発生した場合、それぞれを記録する機能を有する。そのため防護柵等との衝

突中の 200ms 以降を２回目の衝突と誤検知し、記録が行われた。それら２回分を合わ

せた 400ms の記録を解析することで、対処することが可能となった。 

 

(3) 当初想定していたが得られなかった成果 

車両用防護柵はクロスバーにより各支柱が連結しているため、車両衝突の衝撃を複

数の支柱で受け止めるものと予想していた。そのため時速 60km 程度までは接触した

支柱ならびにその両側の連結した支柱の３本が支えあうことで車両を停止させると考

えていた。実際には接触した支柱１本の寄与が大きく、時速 40km を超えると車両が

支柱を押し倒して乗り越えるため、その防護柵の変形から速度鑑定を行うことは困難

な状態になると考えられる。ただし、その場合でも推定速度の下限の算出は可能であ

る。 

また電柱に関しては車両変形について変形エネルギーの算出方法が定まったが、電

柱の破壊エネルギーの算出方法については求められなかった。 
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